
27 Soja City Public Relations, 2011.12 Soja City Public Relations, 2011.12 26

そ
う
じ
ゃ
「
地
・
食
べ
」
委
員
会

は
、
学
校
給
食
に
市
内
産
の
野
菜

の
納
入
を
進
め
、
重
量
べ
ー
ス
で

の
年
間
使
用
割
合
を
、
前
年
の

１７
％
か
ら
３５
％
に
し
よ
う
と
生
産

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
野
菜
の
年
間
使
用
見

込
み
１４.

６
㌧
に
対
し
１０
月
末
で
、

市
内
産
の
野
菜
の
使
用
割
合
は
１０.

９８
％
。
前
年
の
同
時
期
に
は
、
年

間
の
使
用
量
の
約
１４.

４
㌧
に
対
し

約
６.

３３
％
。
前
年
よ
り
４.

６５
ポ

イ
ン
ト
高
く
、
重
量
で
約
７
０
０

０
㎏
多
い
状
況
で
す
。

市
内
産
の
野
菜
は
、
農
協
経
由

か
、「
地
・
食
べ
」
委
員
会
生
産
者

部
会
と
契
約
し
た
生
産
者
グ
ル
ー

プ
の
い
ず
れ
か
か
ら
納
入
さ
れ
ま

す
。
１
日
約
６
４
０
０
食
（
市
内

全
小
・
中
学
校
分
）
を
調
理
す
る
学

校
給
食
に
、
左
の
表
の
と
お
り
、

キ
ュ
ウ
リ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
１５
種

類
約
１.

６
㌧
を
１０
月
末
ま
で
に
納

入
し
ま
し
た
。

現
在
、
奥
坂
や
槙
谷
、
美
袋
な

ど
の
９
つ
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜
な
ど
１１
種
の
野

菜
を
栽
培
中
。
１１
月
に
は
キ
ャ
ベ

ツ
や
白
菜
の
出
荷
も
始
ま
り
ま
し

た
。
市
内
産
の
野
菜
の
使
用
割
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
林
係

（
1
(2
８
２
７
１
）

■学校給食での市内産の野菜の使用状況
月 使用量 使用した主な野菜
４月 １４ ショウガ、アスパラ
５月 ２，５４９ タマネギ、ニンジン、

ショウガ、アスパラ
６月 ７，９８１ タマネギ、ニンジン、

小松菜、ジャガイモ、ナス、
キュウリ、アスパラ、
ショウガ

７月 ２，４３９ タマネギ、ジャガイモ、
キュウリ

８月　 ＜夏休みで使用なし＞
９月 ２，２６９ ミニトマト、タマネギ、

ジャガイモ、ゴーヤ、ナス、
キュウリ

１０月 ７８６ ジャガイモ、キュウリ
葉ネギ、サツマイモ、
きびみどり

合計 １６，０３８
（注）使用量の単位は㎏

農業公社きびの里から野菜栽培の委託を受けた就
労移行支援事業所「わくわくハンド・ベル」の利用
者がキュウリを収穫。「地・食べ」と障がい者千人雇用
の両方の側面をもつ取り組み。８月に苗を植えたキ
ュウリは、１０月上旬から収穫が可能に。収穫したキ
ュウリは、学校給食や直売所へと出荷された

今年４月から１０月末まで、学校給食で使用した市
内産の野菜の種類やその使用量をまとめた表。７月
は下旬が夏休みのため少ない。９月、１０月は、農協
経由の納入が減り、活動を始めた生産者グループか
らの野菜が中心となった
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上槙谷地区生産者グループのキャ
ベツの収穫。約１０㌃で栽培し、１２
月中旬までに約２７８０㎏を出荷予

定。左の学校給食では、この
キャベツが、ハンバー

ガーの具として
使われた

「地・食べ」とは、地元の産品を作りみんなで食べようの
意味を込めた、総社の地産地消の取り組みの愛称。そうじゃ
「地・食べ」委員会は、その推進方針を決める会議のこと。

１１月９日、市役所
玄関のそばに農業公社
が直売所を開店した。
毎週水曜日の午前１０
時から午後１時まで、
同公社が買い付けた市
内の新鮮な野菜を販売
する
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